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【
関
連
行
事
予
定
】

特
別
展
「
日
本
丁

デ
ン
マ
ー
ク抹

と
南

吉
の
暮
ら
し
」

（
7
月
13
日
～
10
月
27
日
）

※
詳
細
は
次
頁
へ

「
南
吉
の
詩う

た

」
原
画
展
示

　
（
特
別
展
と
同
時
開
催
）

　

朗
読
詩
集
「
安
城
で
紡

が
れ
た
南
吉
の
詩
」
の
挿

絵
原
画
を
展
示
。

親
子
バ
ス
見
学
会

　
　
　
　
　
（
10
月
14
日
）

　

南
吉
が
暮
ら
し
た
安
城

の
下
宿
先
や
街
を
め
ぐ
っ

て
、
南
吉
の
こ
と
を
も
っ

と
知
ろ
う
。

　

今
年
は
南
吉
が
安
城
の
大
見
家
に
下
宿
を
始
め
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
八
十
年
で
す
。
南
吉
記
念
館
で
は

こ
れ
を
記
念
し
て
特
別
展
や
関
連
行
事
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

昭
和
十
三
年
、
南
吉
は

安
城
高
等
女
学
校

（
現
県
立
安
城
高
等

学
校
）
の
正
教
員
と
な
り
ま
し

た
。
は
じ
め
は
、
半
田
か
ら
安

城
ま
で
鉄
道
で
通
勤
し
て
い
ま

し
た
が
、
時
代
は
日
中
戦
争
の

さ
な
か
。
交
通
事
情
の
悪
化
に

よ
り
、
県
か
ら
「
教
員
は
学
校

の
そ
ば
に
下
宿
す
べ
し
」
と
の

通
達
を
受
け
、
昭
和
十
四
年
四

月
、南
吉
は
安
城
町
字
出
郷（
通

称
新
田
）
の
大
見
坂
四
郎
方
で

下
宿
を
始
め
ま
す
。

　

南
吉
の
初

め
て
の
単
行

本
『
良
寛
物

語　

手
毬
と

鉢
の
子
』や
、

初
め
て
の
童

話
集
『
お
ぢ

い
さ
ん
の
ラ

ン
プ
』、
そ

し
て
「
花
の

き
村
と
盗

人
た
ち
」
と

い
っ
た
今
に

残
る
名
作
の

数
々
は
、
こ

の
下
宿
時
代

に
生
み
出
さ

れ
ま
し
た
。

安
城
は
、
南

吉
が
作
家
と

し
て
軌
道
に

乗
り
始
め
、
夢
を
叶
え
た
場
所

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。詩「
工

房
」
の
中
で
、
南
吉
は
下
宿
の

こ
と
を
自
身
の
〈
工
房
〉
に
た

と
え
、〈
あ
あ
私
の
来
る
の
は

こ
こ
だ
っ
た
〉
と
、
愛
着
を
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
下
宿
は
平
成
二
十
四
年

に
大
見
家
現
当
主
の
大
見
博
昭

さ
ん
に
よ
っ
て
、
南
吉
が
暮
ら

し
て
い
た
当
時
の
形
へ
復
元
す

る
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
誰
で

も
見
学
で
き
る
よ
う
に
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
美
南
吉
安
城

下
宿
八
十
周
年
の
こ
の
年
に
、

ぜ
ひ
、
安
城
の
地
を
歩
い
て
み

▲  

下
宿
部
屋
（
昭
和
四
十
年
代
）

▲
  

南
吉
が
下
宿
し
て
い
た
部
屋
（
提
供
：
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
）

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
記

念
館
で
も
安
城
と
南
吉
を
テ
ー

マ
に
し
た
特
別
展
を
開
催
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
半
田
市
と
安
城

市
の
交
流
企
画
と
し
て
、
新
美

南
吉
記
念
館
か
南
吉
の
下
宿
で

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
、
安
城
市
観
光
案
内
所

（
キ
ー
ポ
ー
ト
）
に
持
っ
て
い

く
と
、
景
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
（
令
和
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
）。
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四
日
は
南
吉
作
品
に
親
し
む

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
南
吉
ジ
ャ

ン
ボ
か
る
た
」
と
「
南
吉
童
謡

と
お
手
玉
遊
び
」
を
行
い
ま
し

た
。
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
は
、
足

を
使
っ
て
取
り
合
う
大
き
な
か

る
た
で
す
。お
手
玉
と
同
じ
く
、

初
め
て
ふ
れ
る
と
い
う
子
ど
も

た
ち
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

続
く
五
日
は
、「
紙
で
で
き

た
本
物
そ
っ
く
り
の
よ
ろ
い
を

着
て
み
よ
う
」
と
「
石
川
恵え

み深

の
南
吉
ワ
ー
ル
ド
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
紙
よ
ろ
い
の
試
着
体

験
に
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

様
々
な
年
代
の
方
が
参
加
さ
れ

て
、
青
空
の
下
、
芝
生
広
場
を

歩
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
両
日
を
通
し
て
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
山
本
正
子

さ
ん
が
来
館
さ
れ
、
企
画
展
会

場
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
と
似

顔
絵
描
き
を
行
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
山
本
さ
ん
は
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
南
吉
作
品
を
描
か
れ

て
き
た
方
で
、
新
美
南
吉
童
話

賞
入
選
作
品
集
『
赤
い
ろ
う
そ

く
』
の
挿
絵
も
担
当
さ
れ
て
い

ま
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で

は
そ
の
挿
絵
に
つ
い
て
の
解
説

や
、
絵
本
『
手
袋
を
買
い
に
』

の
制
作
秘
話
な
ど
を
話
し
て
い

た
だ
き
、
訪
れ
た
方
が
足
を
止

め
て
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
似
顔
絵
サ
ー
ビ
ス
も
ほ

と
ん
ど
の
回
が
定
員
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
で
、
似
顔
絵
を
受
け

取
る
と
、
皆
さ
ん
が
思
わ
ず
ほ

ほ
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
年
は
改
元
に
よ
る
十
連
休

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
端
午

の
節
句
」
イ
ベ
ン
ト
前
か
ら
連

日
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
ぜ

ひ
と
も
、
こ
の
勢
い
を
今
年
度

以
降
に
も
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
も
五
月
四
日
（
祝
・
土
）、
五
日
（
祝
・
日
）
に
か
け
て
、「
正

八
ち
ゃ
ん
（
南
吉
の
本
名
）
の
端
午
の
節
句
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
美
南
吉
が
安
城
に
下
宿
し

て
ち
ょ
う
ど
八
十
年
で
す
。
安

城
で
暮
ら
し
た
三
年
半
ほ
ど
の

間
は
、
体
調
こ
そ
浮
き
沈
み
が

あ
っ
た
も
の
の
、
教
師
と
し
て

充
実
し
た
日
々
を
送
り
、
創
作

活
動
も
本
格
化
し
た
時
期
で
し

た
。

　

安
城
は
、
明
治
期
に
開
削
さ

れ
た
明
治
用
水
の
お
か
げ
で
急

速
に
開
墾
が
進
ん
だ
土
地
で

す
。
県
立
の
農
林
学
校
や
農
事

試
験
場
な
ど
多
く
の
農
業
施
設

第
一
章　

 

日
本
丁
抹
の
暮
ら
し

第
二
章　

 

青
年
教
師
の
暮
ら
し

第
三
章　

 

新
田
の
下
宿
の
暮
ら
し

第
四
章　

 

都
築
弥
厚
か
ら
生
ま
れ
た
も
の が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的

に
農
産
物
の
価
格
が
低
迷
し
、

農
家
の
経
営
が
苦
し
く
な
っ
た

と
き
で
も
、
安
城
で
は
産
業
組

合
を
つ
く
り
農
村
を
近
代
化
し

て
い
た
こ
と
か
ら
発
展
を
続

け
、「
日
本
丁デ

ン
マ
ー
ク抹
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る

と
日
本
丁
抹
を
参
考
に
し
よ
う

と
、
全
国
か
ら
視
察
者
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、
安
城
駅
周
辺

に
は
旅
館
や
食
堂
が
立
ち
並
び

ま
し
た
。

　

南
吉
は
新
田
か
ら
女
学
校
ま

で
二
キ
ロ
余
り
を
毎
日
歩
い
て

通
い
ま
し
た
。
村
落
の
周
囲
に

広
が
る
田
畑
を
抜
け
、
東
海
道

線
の
踏
切
を
渡
っ
て
、
安
城
駅

周
辺
の
様
々
な
店
が
立
ち
並
ぶ

街
の
中
へ
と
入
っ
て
い
き
ま

す
。
下
宿
で
炊
事
し
な
か
っ
た

た
め
、
食
事
は
ほ
と
ん
ど
外
食

で
、
特
に
食
堂
の
川
本
は
常
連

で
し
た
。

　

南
吉
は
安
城
に
暮
ら
し
、
安

城
ゆ
か
り
の
童
話
や
詩
を
創
っ

て
い
ま
す
。
詩
「
梨
」
に
は
、

安
城
を
潤
し
た
明
治
用
水
が
登

場
し
ま
す
。
作
品
は
未
完
成
に

終
わ
っ
た
も
の
の
、
明
治
用
水

の
祖
と
言
わ
れ
る
安
城
の
偉

人
、
都つ

築づ
き

弥や

厚こ
う

の
伝
記
執
筆
に

も
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
日
記
や

メ
モ
か
ら
分
か
り
ま
す
。
南
吉

は
、
こ
の
地
で
ど
の
よ
う
な
影

響
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
作
品

を
書
い
た
の
か
。
主
に
暮
ら
し

の
側
面
か
ら
探
り
ま
す
。

　

会
期
は
七
月
十
三
日
（
土
）

か
ら
十
月
二
十
七
日
（
日
）
ま

で
。
安
城
市
歴
史
博
物
館
が
所

蔵
す
る
南
吉
直
筆
の
メ
モ
が
書

き
込
ま
れ
た
本
な
ど
も
展
示
し

ま
す
。
是
非
、ご
覧
く
だ
さ
い
。
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四
月
（
卯
月
）

▼
７
日　

中
日
新
聞
知
多
版

「
知
多
半
島
宝
モ
ノ
語
り
」
で

記
念
館
の
研
究
紀
要
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
▼
13
日　
「
南
吉
祭
」

開
催
。
岩
滑
地
区
の
山
車
二
輌

が
集
う
。
於
記
念
館
駐
車
場
▼

13
日
、
14
日　

岩
滑
八
幡
社
祭

礼
▼
21
日　
「
榊
原
澄
香
ペ
ー

パ
ー
ア
ー
ト
展
」
終
了
。
会
期

中
来
場
者
数
６
６
８
９
人
▼
25

日　

十
六
銀
行
半
田
支
店
職
員

８
名
が
記
念
館
で
除
草
奉
仕
作

業
▼
27
日　
「
山
本
正
子 

心
の

南
吉
を
描
く 

～
『
手
ぶ
く
ろ

を
買
い
に
』
絵
本
原
画
展
～
」

始
ま
る
（
～
６
月
30
日
）
▼
28

日　

第
１
６
５
回
新
美
南
吉
読

書
会
開
催
。
22
名
参
加
▼
同
日

中
山
家
甲
冑
展
示
始
ま
る
（
～

５
月
６
日
）

五
月
（
皐
月
）

▼
３
日　

中
日
新
聞
が
上
皇
后

美
智
子
様
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で

の
講
演
録
を
連
続
掲
載
。
初
回

に
「
で
ん
で
ん
む
し
の
か
な
し

み
」
全
文
が
紹
介
さ
れ
る
▼
４

日
、
５
日　
「
正
八
ち
ゃ
ん
の

端
午
の
節
句
」
開
催
。
両
日
来

場
者
数
１
１
４
７
人
▼
12
日

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
例
会
▼

14
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
「
さ
ら

さ
ら
サ
ラ
ダ
」
で
、
美
智
子
皇

后
退
位
に
伴
い
「
で
ん
で
ん
む

し
の
か
な
し
み
」
が
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
▼

26
日　

童
話
創
作
講
座
第
１
回

開
催
。
11
名
参
加
▼
同
日　

田

ん
ぼ
ア
ー
ト
田
植
え
▼
同
日

第
１
６
６
回
新
美
南
吉
読
書
会

開
催
。
19
名
参
加
▼
29
日　

新

美
南
吉
顕
彰
会
理
事
会

〈
７
月
の
休
館
日
〉

１
日
（
月
）、
８
日
（
月
）、

９
日
（
火
）、
16
日
（
火
）、

22
日
（
月
）

〈
８
月
の
休
館
日
〉

５
日
（
月
）、
19
日
（
月
）、

26
日
（
月
）

夏
休
み
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
教
室

　

バ
ス
で
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の

舞
台
を
訪
ね
た
り
、
火
縄
銃
な

ど
の
物
語
に
登
場
す
る
道
具
を

さ
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

8
月
3
日
（
土
）

　
　
　

9
時
～
14
時
15
分

場
所　

記
念
館
と
ゆ
か
り
の
地

対
象　

3
年
生
以
上
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

定
員　

30
名
（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
弁
当
、

水
筒
、
カ
メ
ラ

参
加
費　

子
ど
も
３
０
０
円
、

大
人
５
１
０
円（
南
吉
の
養
家
・

記
念
館
観
覧
料
）

申
込
み　

7
月
6
日
（
土
）
9

時
30
分
か
ら
電
話
か
窓
口
ま
で

ウ
グ
イ
ス
笛
を
作
ろ
う

　
「
良
寛
物
語　

手
毬
と
鉢
の

子
」
な
ど
に
登
場
す
る
ウ
グ
イ

ス
笛
を
作
り
ま
す
。

日
時　

8
月
12
日
（
祝
・
月
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

記
念
館
工
作
室

対
象　

ど
な
た
で
も
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

協
力　

南
吉
案
内
人

参
加
費　

３
０
０
円
（
1
個
）

※
申
込
み
不
要
、
混
雑
時
は
お

待
ち
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

火
打
石
・
石
臼
体
験

　

南
吉
の
作
品
に
登
場
す
る
昔

の
道
具
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時　

8
月
13
日
（
火
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

記
念
館
工
作
室

対
象　

ど
な
た
で
も
（
火
打
石

は
保
護
者
同
伴
）

協
力　

南
吉
案
内
人

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

学
芸
員
に
よ
る
特
別
展
解
説
。

日
時　

7
月
15
日
（
祝
・
月
）、

20
日
（
土
）、
27
日
（
土
）、
30
日

（
火
）、8
月
10
日（
土
）、25
日（
日
）

／
13
時
30
分
～
14
時

※
7
月
27
日
、
30
日
以
外
の
回

は
展
示
室
観
覧
料
が
必
要
で
す

以
上
の
行
事
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
新
美
南
吉
記
念
館
ま
で

℡
０
５
６
９
（
２
６
）
４
８
８
８

　

五
月
二
十
六
日
（
日
）、
記

念
館
の
北
を
流
れ
る
矢
勝
川
沿

い
の
田
ん
ぼ
で
、
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
の
田
植
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
五
年

前
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ご
ん

の
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
参
加
し
て
い
る
「
お
い
し
い

村
」（
農
産
物
生
産
販
売
）
の

代
表
、
末
松
園
子
さ
ん
が
中
心

に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
当
日
は
朝
か
ら
、
田
植
え

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
や
半
田
農
業
高
校
の
生
徒

さ
ん
た
ち
、
地
元
の
方
々
が
集

ま
っ
て
、
苗
を
手
作
業
で
植
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
絵
柄
は
南
吉
の
「
牛

を
つ
な
い
だ
椿
の
木
」
で
、
秋

の
彼
岸
頃
、
彼
岸
花
と
一
緒
に

見
頃
を
迎
え
る
予
定
で
す
。　

  

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
田
植
え

日
誌
抄
‥
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「
南
吉
さ
ん
の
日
」
式
典

時
間　

10
時
30
分
～
11
時
20
分

内
容　

朗
読
、
特
製
バ
ー
ス
デ
ー
寿

司
ケ
ー
キ
披
露
、
合
唱
、
献
花
、
山

桃
ジ
ュ
ー
ス
の
振
舞
い

出
演
・
協
力　

大
見
夫
妻
（
南
吉
下

宿
先
大
家
）、
半
田
中
学
校
合
唱
部
、

真
砂
本
店

貝
殻
笛
づ
く
り

　

南
吉
の
詩
「
貝
殻
」
に
詠
わ
れ
た

貝
殻
笛
を
作
り
ま
す
。

時
間　

11
時
30
分
～
13
時
30
分

協
力　

南
吉
案
内
人

南
吉
ク
イ
ズ

　

問
題
用
紙
を
受
け
取
っ
て
回
答
し

よ
う
。
全
問
正
解
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
（
各
日
先
着
１
０
０
名
）。

時
間　

9
時
30
分
～
17
時

対
象　

中
学
生
以
下

読
み
聞
か
せ
人
形
劇

時
間　

10
時
30
分
～
11
時
20
分

場
所　

記
念
館
図
書
室

出
演　

ラ
ン
プ
の
会
、

　
　
　

板
山
万
歳
保
存
会

大
型
紙
芝
居

時
間　

11
時
20
分
～
12
時

場
所　

記
念
館
図
書
室

出
演　

南
吉
童
話
お
話
の
会

　
　
　
　
　
　

で
ん
で
ん
む
し

歌
と
お
話
の
会

時
間　

13
時
30
分
～
14
時

場
所　

記
念
館
図
書
室

出
演　

左
近
治
樹
、
左
近
玲
子
、

　
　
　

小
野
敬
子

人
形
劇
・
腹
話
術

時
間　

13
時
30
分
～
14
時

場
所　

記
念
館
図
書
室

出
演　

よ
ろ
ず
劇
場
と
ん
が
ら
し

ウ
グ
イ
ス
笛
づ
く
り

　
「
良
寛
物
語　

手

毬
と
鉢
の
子
」
な
ど

に
出
て
く
る
ウ
グ
イ

ス
笛
を
作
り
ま
す
。

時
間　

14
時
～
16
時

場
所　

記
念
館
工
作
室

参
加
費　

３
０
０
円
（
1
個
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

盆
踊
り

　

南
吉
も
踊
っ
た
岩
滑
盆
唄
「
シ
ョ

ン
ガ
イ
ナ
ー
」
を
踊
り
ま
す
。
参
加

者
に
は
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
の
振
舞

い
も
あ
り
ま
す
（
数
限
定
）。

時
間　

18
時
30
分
～
20
時

協
力　

岩
滑
盆
踊
唄
保
存
会

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

　

狐
の
耳
飾
り
と
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン

ト
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
（
先

着
１
５
０
名
ま
で
）。

時
間　

17
時
30
分
～
19
時

出
店
・
縁
日
コ
ー
ナ
ー

　

浴
衣
で
来
場
さ
れ
た
方
に
は
記
念

館
か
ら
水
風
船
か
射
的
の
一
回
券
を

プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
２
０
０
名
ま
で
）。

時
間　

17
時
30
分
～
20
時

「
あ
つ
ま
ろ
う

　
　

み
ん
な
の
南
吉
ま
つ
り
」

　

南
吉
童
話
の
読
み
聞
か
せ
や
人
形

劇
な
ど
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
！

Ａ
Ｍ
Ｉ  

南
吉
を
歌
う

～
お
誕
生
日
を
祝
っ
て
～

　

南
吉
の
詩
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
つ

け
た
南
吉
童
謡
を
奏
で
ま
す
。

時
間　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

記
念
館
図
書
室

出
演　

Ａ
Ｍ
Ｉ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

　

学
芸
員
が
特
別
展
を
解
説
し
ま
す
。

時
間　

13
時
30
分
～
14
時

※
展
示
室
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

サ
ヤ
佳
の
お
は
な
し
会

　

南
吉
の
童
話
「
草
」
や
詩
「
百
姓

家
」
な
ど
を
朗
読
し
ま
す
。

時
間　

14
時
～
14
時
45
分

場
所　

記
念
館
図
書
室

出
演　

語
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
人
サ
ヤ
佳

「
正
八
ち
ゃ
ん
の
宵
祭
り
」

※
新
美
南
吉
記
念
館
は
20
時
ま
で
延

長
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

お
囃
子
の
演
奏

時
間　

18
時
～
18
時
20
分

演
奏　

岩
滑
山
車
保
存
会
、
岩
滑
新

田
平
井
組
、
岩
滑
新
田
奥
組

新美南吉生誕祭
※お問い合わせは新美南吉記念館まで。

℡ 0569（26）4888

7月27日～30日
（期間中入館無料）

7 月 30 日、南吉さんは 106 回目の誕生日を迎えます。

７
月
27
日
（
土
）

７
月
28
日
（
日
）

７
月
29
日
（
月
）

７
月
30
日
（
火
）

全
日
開
催
の
イ
ベ
ン
ト


